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本剤とミコナゾール製剤との併用中または併用中止後に重篤な出血症例が多数集積されており、海外に

おいてもこれらの相互作用に起因すると疑われる出血事象による死亡例が報告されております。 

 

本剤と抗真菌薬ミコナゾール（ゲル剤・注射剤）との併用においては、本剤の添付文書に下記の通り記

載し、注意喚起しております。 

禁忌 ミコナゾール（ゲル剤・注射剤）を投与中の患者 
相互作用-併用禁忌 本剤の作用を増強することがある。また、併用中止後も、本剤の作用が遷延し、

出血やINR上昇に至ったとの報告もある。患者が本剤による治療を必要とする場
合、本剤による治療を優先し、ミコナゾール（ゲル剤・注射剤）を投与しないこ
と。 

 

ミコナゾールのゲル剤では、投与期間が1～2週間と短期間投与にもかかわらず、強力で持続的な相互作

用を発現することがあります。 

また、抗真菌剤は、本剤の処方医と異なる医師による処方が多いという背景もあり、併用が認識されて

いない場合や確認が遅れる場合もあることから十分な注意が必要です。 

 

本剤の使用にあたっては、以下の事項に十分ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

重 要 

《経口抗凝血剤》 

 
《ワルファリンカリウム錠》 

①本剤で治療中の患者さんには、本剤の治療を優先し、ミコナゾール（ゲ

ル剤・注射剤）を投与しないでください。 

②本剤で治療中の患者さんにおいて、口腔カンジダ症、食道カンジダ症

等が併発した場合は、ミコナゾール以外の治療の選択をご検討くださ

い。 

【禁忌】：ミコナゾール（ゲル剤・注射剤）を投与中の患者 

【相互作用（併用禁忌）】：ミコナゾール（ゲル剤・注射剤） 

適正使用のお願い 


